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3月11日の未曾有の大震災とそれに続く原子力発電所の放射能の問題は，被災

地の方々に想像を絶する辛苦と深刻な問題をもたらすことになりました．亡くなら

れた方々のご冥福を心よりお祈り申し上げますとともに，被災された方々が一日も

早く通常の生活に戻れますよう切に願います．今回の震災で，言語聴覚障害がある

方およびそのご家族は苦しい体験をされたことと思います．命を守り，健康を保つ

うえでは人とつながることが非常に重要であり，そこにおいてコミュニケーション

は何にも増して大切な働きをします．今回のような危機的状況においては特にそう

であり，コミュニケーションに問題がある方々が孤立することなく，安心して人と

つながった生活を営めているかどうか危惧されるところです．

今回のシンポジウム『特別支援教育における言語聴覚士の役割―「いま」から「みら

い」へ―』の論文および2編の原著論文は，いずれも言語聴覚障害がある人々が適切

な支援を受けられる条件や環境に視点を置いています．シンポジウムでは特別支援

教育における教育，医療，福祉の連携のあり方が真摯に検討されています．2編の

原著論文は在宅で介護する家族の介護負担感を評価する尺度(COM-B)の作成に関

するもので，言語聴覚障害がある方を環境の側面から支援するうえで有用な評価法

を提供しています．このような観点からの研究が進むに伴い，言語聴覚障害がある

方々が他者とつながりやすい社会が見えてくるのではないかと思います．

(藤田郁代)

編集後記

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
3 

2026/09/24 22:38:25




